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高槻市総合交通戦略について 

  
● 背景と目的 

本市は、新快速・特急の停車や市営バスなどにより、交通利便性の高いまちとして知ら

れています。しかし、近年の人口減少や超高齢社会、多様化する市民ニーズへの対応、さ

らには、これらを踏まえた持続可能な都市構造を支える交通体系の確立が求められていま

す。 

一方で、平成２８年３月にＪＲ高槻駅新ホームが供用開始され、平成２８年度を目標に

新名神高速道路高槻インターチェンジが供用開始されるなど、本市の交通環境は大きく飛

躍しようとしています。 

このようなことから、「高槻市総合交通戦略」を策定し、これに基づいて関係者が協力

して交通まちづくりに取り組み、目指すべき将来都市像を実現するための交通面での施策

を推進することとしました。 
 

● 目標年次 

短期的な交通施策は、3 年後の平成 30 年度を目標とします。 

中期的な交通施策は、10 年後の平成 37 年度を目標とし、合わせて、次期計画を策定

する予定です。 

 

 

 

 

 

●対象区域と交通手段 

本戦略の対象とする区域は、高槻市全域とします。 

また、対象とする交通手段は、鉄道、バス、タクシー、自動車、二輪、徒歩に加えて、

これらの交通結節点＊１とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年度 平成37年度

短期的な
交通施策

中期的な
交通施策

長期的な
交通施策

次期計画の策定

平成30年度

高槻市総合交通戦略について 

＊１：交通結節点とは、異なる交通手段（場合によっては同じ交通手段）を相互に連絡する乗換え・乗り継ぎ施設をいいます。具体的な施設

としては、鉄道駅の駅前広場などが挙げられます。 
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本市の概況と人の移動実態 
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● 市民のくらしと交通 

〈高齢者〉 

今後の更なる高齢化も踏まえ、高齢者がいつまでもいきいきと元気にくらせるまちを目指

し、移動しやすい交通環境をつくりあげていくことが求められます。 

 

高齢者の一人一日当たりの平均

移動回数（生成原単位）を見ると、

高齢になるにつれて減ってきます。

大阪府全体と比較すると、本市の高

齢者は移動回数が多く、バスの利用

が多いことが特徴です。 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

図 年齢階層別の生成原単位 

〈外出困難者〉 

障がい者を含め、身体上の理由で外出に関して困難がある人（外出困難者）が、そうでな

い人と同等に生活圏域を広げることができれば、これらの人々の自立した生活の確立のみな

らず、地域の活力向上にもつながります。そのためには、日常生活の中で、気軽に安心して

移動できる交通体系を確立していくことが重要です。 

 

外出困難者の一人一日当たりの

平均移動回数（生成原単位）は、外

出困難の無い人と比べると約半分

であり、外出困難者の移動が少ない

ことが分かります。 
 

 

 

 

図 外出困難有無別の生成原単位 

〈子育て世代〉 

子育て世代が安心して生活するためには、子供を連れてい

ても外出しやすい交通体系の確立が必要です。日々の子育て

の移動で利用する自転車やバス、歩行空間、交通結節点など

での安全性・利便性の向上が、子供を健やかに育てる環境づ

くりにつながります。  

※大阪府居住者を対象に集計（単位：トリップ/人・日） 

出典：第 5 回近畿圏パーソントリップ調査 

※グラフ右側の数値は合計値（単位：トリップ＊２/人・日） 

出典：第 5 回近畿圏パーソントリップ調査 

本市の概況と人の移動実態 

＊２：トリップとは、人が通勤や買物など、ある目的をもってある地点からある地点まで移動する回数のこと。1 回の移動でいくつかの交通

手段を乗り換えた場合も 1 つのトリップと数えます。 



  

3 

本市の概況と人の移動実態 

● まちのにぎわいと交通 

〈駅を中心としたにぎわい〉 

本市においては、駅周辺が都市の拠点となり移動の中

心となっています。駅周辺のにぎわいや活性化を維持し

続けるためには、駅を中心としたまちづくりをより一層

進めるとともに、駅へのアクセスの利便性向上や駅周辺

で歩行者が安心して歩ける空間づくりが重要です。 

 

 

〈交流によるにぎわい〉 

市内には多数の自然・歴史資源や商業施設があり、今

後は安満遺跡公園の整備やＪＲ高槻駅のホーム拡充、新

名神高速道路の高槻インターチェンジの供用を契機に、

市内外の交流が盛んになることが期待されています。 

来訪や観光など市外の人による高槻のにぎわい創出

には、来訪者が訪れたい場所へ快適に移動できるおも

てなし精神による交通サービスが必要です。 

 

● 都市の構造と交通 

〈市街地形成を支える交通体系〉 

本市は駅周辺の都市機能

が充実するとともに、北部

丘陵地や南部平野の住宅地

とは市営バスによるネット

ワークで連絡されています。

今後の人口減少社会におい

ては、コンパクトなまちの

形成に資する居住の誘導と、

これを支える公共交通ネッ

トワークの形成が重要です。 

 

 

 

 

 

 

出典：高槻市ＨＰ、京阪バス株式会社ＨＰ、阪急バス株式会社ＨＰ 

ＪＲ高槻駅新設ホーム 

（上り線）の完成予想図

高槻センター街

図 高槻市のバスネットワークとサービス水準 

市内のバス路線の大半を

占める市営バスにより、鉄

道駅から市内各地域への放

射状ネットワークが形成さ

れています。 
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本市の概況と人の移動実態 
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〈交通ネットワーク〉 

今後は人口減少や超高齢社会の進展により、交通は量的に減少していくと予測されていま

す。そのため、交通施策としてはこれを好機と捉え、これまでの量的充足から、質的充足へ

と軸足を移していく必要があります。 

 

大阪府における人の移動量は、

今後 20 年間で約 15％減少す

ると予測されます。 

 

 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

都市計画道路ネットワークは、整備費用や長期未着手による土地利用制限などの課題もあ

ることから、これらに適切に対応した計画・整備が求められます。また、今後は自動車交通

量の減少が見込まれることから、余裕の生じた道路空間等の再配分による歩行者中心のみち

づくりや地域の活性化が重要となります。 

公共交通は、都市構造を支える重要な交通体系として、持続可能なものとなるよう、市民

も含め関係者が積極的に取り組み、適切に維持・発展することが求められます。市営バスに

よる公共交通ネットワークは、企業としての経済性と、公共の福祉に資するサービスや市の

まちづくりと一体となった取組により、本市の発展に寄与することが期待されます。 
 

本市における交通手段別の人の

移動割合からは、特にバスの分

担率が北摂７市の中で最も高く

なっており、市民にとって身近

な交通手段となっていることが

分かります。 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

図 北摂７市及び大阪府における交通手段分担率 
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鉄道 バス 自動車 二輪 徒歩 その他※グラフ右側の数値は合計値（単位：千トリップエンド/日） 

出典：第 5 回 近畿圏パーソントリップ調査 

図 大阪府における代表交通手段別＊４発生集中量＊５の将来見通し 

※平成 22 年は実態調査結果 

※グラフ右側の数値は合計値（単位：千トリップエンド＊３/日） 

出典：第 5 回 近畿圏パーソントリップ調査 

＊３：トリップエンドとは、トリップの数を表す単位の一種で、出発地と目的地の数の合計をいいます。 

＊４：代表交通手段とは、移動の際に利用する交通手段には、鉄道、バス、自動車、二輪（自動二輪・原付、自転車）、徒歩などがあり、1

つのトリップ（人が通勤や買物など、ある目的をもってある地点からある地点まで移動すること）の中で複数の交通手段を利用して

いる場合、鉄道→バス→自動車→二輪→徒歩の順で優先順位をつけ、最上位のものを代表交通手段としています。 

＊５：発生集中量とは、ある地域から出発したトリップの数（発生量）とその地域に到着したトリップの数（集中量）の合計をその地域の

発生集中量といい、単位はトリップエンドとなります。 
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目指すべき交通体系の将来像と取り組むべき交通施策 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まちづくりのコンセプト 

都市機能を都市拠点や生活拠点

にコンパクトに集約し、公共交通等

によるネットワークで結ぶ「コンパ

クトシティ・プラス・ネットワーク」

により、居住環境やにぎわいと活力、

市民の交通利便性などの向上を目

指します。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

図 コンパクトシティ・プラス・ネットワークによる対流＊６の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都 

大阪 

上牧 

高槻 

富田 
安満 

遺跡公園 

高槻インターチェンジ 

全国 

「交通まちづくり」による 

住みやすさナンバーワンのまち高槻 

基本方針１ ３６万市民の健幸なくらしを支える交通 

 

基本方針２ 駅周辺のにぎわいと新たな都市拠点の発展を支える交通 

 

基本方針３ コンパクトで持続可能なまちを支える交通 

 

【基本理念】 

① 高齢者や障がい者にとって安全で外出しやすい交通環境づくり 

 ② 子育て世代が気軽に外出できる移動環境の実現 

 ③ マイカーに過度に依存しない交通体系の実現 

 

④ 都市間交流を活性化させる交通ネットワークの構築 

 ⑤ 市民にとっても来街者にとっても便利で快適な市内移動環境の充実 

 ⑥ 中心市街地の回遊性を高める歩行者優先の交通体系の実現 

 

⑧ 駅を中心とした交通ネットワークの充実 

 ⑨ 地域とともに支える持続可能な交通体系の構築 

 ⑩ 地域防災力を高める交通基盤整備 

 

⑦ 新たな都市拠点へのアクセス機能の強化 

 

交
通
施
策 

の
方
向
性 

交
通
施
策 

の
方
向
性 

交
通
施
策 

の
方
向
性 

まちづくりのコンセプト 

 

 

：拠点内移動 

：拠点間移動 

：広域移動 

 

 

：鉄道駅を中心とした都市拠点  

 
：新たな都市拠点 

 
：都市拠点・郊外部の生活拠点 

目指すべき交通体系の将来像と取り組むべき交通施策 

＊６：対流とは、多様な個性を持つ地域が相互に連携して生じる地域間のヒト、モノ、カネ、情報の双方向の活発な流動をイメージしています。 
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目指すべき交通体系の将来像と取り組むべき交通施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
交通施策の 

方向性 

施策 

番号 
交通施策名 施策概要 

① 

高齢者や障がい者

にとって安全で外

出しやすい交通環

境づくり 

1 歩行空間のバリアフリー化 
バリアフリー基本構想及び道路特定事業計画に基づくバリ

アフリー経路の整備促進 

2 交通機関のバリアフリー化 バリアフリー基本構想に基づく公共交通関連事業の推進 

3 心のバリアフリーの推進 バリアフリーに係る啓発教育及び情報提供の充実 

4 移動困難者の外出支援 
障がい者等にとってより使いやすい交通サービスの確保・充

実 

5 高齢者の交通安全 自動車運転や自転車利用における高齢者の交通事故の予防 

② 

子育て世代が気軽

に外出できる移動

環境の実現 

6 幹線道路における歩行空間の整備 歩行者通行量の多い幹線道路における歩道整備の推進 

7 地域住民に優しい生活道路の創出 住宅地内の生活道路における歩行者の安全な通行の確保 

8 通学路安全対策の推進 児童が安心して通行できる通学路整備の推進 

9 子育て世代に対する移動支援 駐輪・駐車対策を含む公共交通の利用促進 

10 自転車利用マナーの向上 
自転車利用に関する年齢に応じた交通安全教育やルール・マ

ナーの周知・啓発 

③ 

マイカーに過度に

依存しない交通体

系の実現 

11 自転車通行空間の整備 自転車通行空間の整備や明確化によるネットワークの形成 

12 自転車駐輪環境の向上 
駐輪場の機能向上・整備促進及び継続的な放置自転車対策の

実施 

13 バスの使いやすさ向上 
バス待ち環境・乗り継ぎ利便性及び利用ニーズに応じたダイ

ヤ・運行系統の改善 

14 
健康づくりや環境にも資する交通手

段選択の支援 
バスイベントや情報提供を活用した交通手段選択の支援 

15 
環境負荷の少ない交通システムの導

入 

低炭素型車両への更新及びマイカーから公共交通への転換

方策の支援 

 

お年寄りにとって、歩きやすい歩行空間が確保されるとともに、

バスが引き続き便利なことで、いろいろな場所に出向き、適度に

体を動かす機会が増え、通院回数や介護の負担も少なくなる。 

公共交通が便利になるとともに、健康や環境への

意識が高まり、電車やバスなどで通勤する人が増

え、エコで空気のきれいなまちになる。 

子供連れでの移動でもバスが便利にな

るとともに、自転車の走る空間や停める

場所が確保され、安全に利用できる。 

車の渋滞が減って、生活道

路を抜け道に使う車も少な

くなり、安全に通学できる。 

バリアフリー化が進み、休憩スペースも確

保され、足が不自由でも、近所や駅前で買

いまわりなどを便利にすることができる。 

基本方針１ 「36 万市民の健幸なくらしを支える交通」の将来イメージ 

～高槻 36 万人の市民が、生涯にわたり健康で幸せに（健幸）くらせるまちに～ 
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目指すべき交通体系の将来像と取り組むべき交通施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
交通施策の 

方向性 

施策 

番号 
交通施策名 施策概要 

④ 

都市間交流を活性

化させる交通ネッ

トワークの構築 

16 長距離バスの利便性向上 
新名神高速道路（高槻インターチェンジ）の供用を契機とし

た空港リムジンバス・高速バスの利便性向上 

17 空港へのアクセス性向上 
ＪＲ高槻駅のホーム拡充を契機とした鉄道による空港アク

セスの利便性向上 

18 
新名神高速道路関連の案内誘導の充

実 
高槻インターチェンジ利用者に対するスムーズな案内誘導 

⑤ 

市民にとっても来

街者にとっても便

利で快適な市内移

動環境の充実 

19 市民に対する公共交通情報の充実 バスの運行情報及び駅周辺のバス関連情報の高度化 

20 
来街者に対する公共交通サービスの

充実 

駅周辺、バス停における高質で統一感のある各種情報の提供

及び多様なタクシーサービスの提供 

21 交差点での交通混雑の緩和 市内の主要渋滞交差点における改良の実施 

22 自転車の利用支援 自転車の利用支援及び公共交通との連携強化 

23 鉄道による地域分断の解消 鉄道を横断する道路機能の充実 

⑥ 

中心市街地の回遊

性を高める歩行者

優先の交通体系の

実現 

24 歩きたくなる歩道空間の整備 
中心市街地におけるゆとりとうるおいのある歩行空間の整

備 

25 歩行者優先の道路空間の実現 中心市街地への車両流入及び通過の抑制 

⑦ 

新たな都市拠点へ

のアクセス機能の

強化 

26 
新名神高速道路（高槻インターチェン

ジ）へのアクセス機能の充実 

新名神高速道路（高槻インターチェンジ）へのアクセス道路

の整備及び高槻インターチェンジ周辺へのバスアクセス機

能の充実 

27 
安満遺跡公園への多様なアクセス手

段の確保 

平成 33 年に全面開園する安満遺跡公園へのアクセス道路の

整備及びバスアクセス機能の向上 

  

より安全で利用

しやすい交通結

節点により、乗

り継ぎがスムー

ズになり、ます

ます、大阪や京

都との交流が増

える。 

身近な場所にイ

ンターチェンジ

ができ、アクセ

スも便利だか

ら、企業活動も

盛んになる。 

歩く人が安全で

快適に通行で

き、駅前商店街

で毎日の買物が

ゆっくりでき

る。 

はるかが停車し、高

速バス等も充実する

ことで、空港や他都

市を結ぶ交通が便利

になって交流が進

む。 

初めて電車で高槻

に来た人も、情報提

供が充実している

ため、市内のいろい

ろなところにバス

や自転車でスムー

ズに行ける。 

バスや自転車で駅前

にアクセスしやすく

なることで、人が集

まり、駅前がますま

すにぎわう。 

基本方針２ 「駅周辺のにぎわいと新たな都市拠点の発展を支える交通」の将来イメージ 
～高槻の顔となる拠点が、にぎわいあふれ、魅力あるまちであり続けるために～ 
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目指すべき交通体系の将来像と取り組むべき交通施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

交通施策の 

方向性 

施策 

番号 
交通施策名 施策概要 

⑧ 

駅を中心とした交

通ネットワークの

充実 

28 
ＪＲ高槻駅及び阪急高槻市駅のハブ

機能の強化 
駅の安全性及び駅周辺の交通機能の向上 

29 富田駅周辺地区の交通機能の強化 
ＪＲ摂津富田駅及び阪急富田駅周辺における安全快適に歩

けるみちづくりの推進 

30 上牧駅周辺地区の交通機能の充実 上牧駅周辺及び萩之庄梶原地区における交通環境の向上 

31 
都市の骨格となる市内環状幹線・放射

状幹線道路等の整備 

都市計画マスタープラン＊７に位置付けられた環状幹線・放射

状幹線道路及び中心市街地の街路の整備 

⑨ 

地域とともに支え

る持続可能な交通

体系の構築 

32 
人口減少時代に即した都市計画道路

ネットワークの構築 

今後の社会情勢や将来のまちづくり像を踏まえた都市計画

道路網のあるべき姿の策定 

33 
地域が主体となった持続可能な公共

交通体系の確立 

公共交通利用意識の向上や地域にふさわしい公共交通体系

の検討 

⑩ 

地域防災力を高め

る交通基盤整備 

34 
大規模災害時の交通ネットワーク及

び緊急輸送体制の確保 
大規模災害時における緊急輸送路及び緊急輸送手段の確保 

35 
大規模災害時における公共交通機能

の確保 
大規模災害時における多様な公共交通機関の連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンパクトに居住する

ことで、利便性の高い

公共交通サービスが確

保され、中心市街地等

に便利にアクセスでき

る。 

くらしに必要な施設が集約

して立地し、良好な生活環境

とコミュニティが確保され

ている。 

駅を中心とした公共交

通体系が整備され、住ま

いから駅周辺への移動

が容易になる。 

高度な都市機能が集約して立地し、

多くの人が訪れ、にぎわいある中心

市街地が形成されている。 

巨大災害が発生しても、防災機能を備えた施

設や幹線道路が整備されていることで、避難

や復旧活動をスムーズに行うことができる。 

基本方針３ 「コンパクトで持続可能なまちを支える交通」の将来イメージ 
～充実した市民のくらしを住まい方と交通で支え続けるために～ 

  

  

  

  

＊７：都市計画マスタープランとは、都市計画法に定められた「市町村の都市計画に関する基本的な方針」のことをいいます。 
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目指すべき交通体系の将来像と取り組むべき交通施策 

● 取り組むべき交通施策例 

目指すべき交通体系の将来像の実現に向け、以下に例示する施策をはじめ、各種の交通施策に

取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

バス出発時刻案内板整備例（阪急高槻市駅） 

歩行空間のバリアフリー化 

バリアフリー経路に

おける歩道の改良や視

覚障がい者誘導用ブロ

ック、エスコートゾー

ンの設置を進めます。 

 

幹線道路における歩行空間の整備 

（都）富田奈佐原線

（大畑町交差点～（都）

郡家茨木線）、（都）高

槻茨木線（全線）、 （都）

芥川上の口線（高槻服部

交差点付近）の歩道整備

を進めます。 

 

交通機関のバリアフリー化 

鉄道駅や車両及びバ

スやバス停のバリアフ

リー化、ＪＲ高槻駅にお

けるホーム柵の設置を

進めます。 

 

自転車通行空間の整備 

（仮称）たかつき自転

車まちづくり実行計画

に基づく自転車通行空

間の整備を進めます。 

空港へのアクセス性向上 

ＪＲ高槻駅への特急停

車等により、交流人口の

増加に向けたまちづくり

を進めます。 

 

市民に対する公共交通情報の充実 

バスロケーションシ

ステムの導入、バス出発

時刻案内板の設置及び

バス乗り場地図の改良

を進めます。 

 

エスコートゾーン設置例（国道 171 号北大手東交差点） ＪＲ高槻駅新設ホーム（上り線）の完成予想図 

自転車レーン整備例（高槻市古曽部天神線） 歩行空間の整備例（高槻市古曽部天神線） 

特急「はるか」 

歩きたくなる歩道空間の整備 

（市）高槻町１、６号

線、（都）古曽部天神線、

（都）富田芝生線におけ

る無電柱化の推進及び

休息スペースの設置を

進めます。 

 
道路美装化や無電柱化の例（大阪市三休橋筋） 

地域が主体となった持続可能な公共交通体系の

確立 

小・中学校、自治会、

子育て世代等に対する

交通環境学習として、市

バス乗車体験などを実

施し、実際にバスと触れ

合う機会の場を提供し、

バスの利用促進を図り

ます。 

 

交通環境学習の実施例 

（高槻市立桃園小学校） 

新名神高速道路（高槻インターチェンジ）のアク

セス機能の充実 

新名神高速道路の供用に向

け、高槻インターチェンジへの

アクセス道路の整備を進めま

す。また、高槻インターチェン

ジ周辺のまちづくりに伴うバ

ス需要への対応も図ります。 

 

 新名神高速道路(高槻インターチェンジ)の整備イメージ図 

大規模災害時における公共交通機能の確保 

大規模災害時におけ

る緊急交通手段の確保

を図るため、大規模災害

時に相互協力のための

協定の締結を進めます。 

 

 
帰宅困難者避難誘導訓練の様子 

（ＪＲ高槻駅） 
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総合交通戦略に基づく取組の推進 

 

  

目指すべき交通体系の 

将来像を実現するための 

交通施策の推進 

  

市 民 

行 政 交通事業者 

・ 施策の推進・協力・情報提供 ・ 施策の計画・推進・財源確保 

・ 施策への理解・協力・参画 

 
● ＰＤＣＡサイクルによる進行管理 

目指すべき交通体系の将来像の実

現に向け、戦略の策定（Ｐlan）、実施

（Do）、評価（Check）、見直し

（Action）のＰＤＣＡサイクルに基づ

いた事業の進行管理や計画の見直し

を行います。評価に当たっては、モニ

タリング指標を設定し、様々な交通施

策による効果を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 各主体の役割  

「交通まちづくり」の実現に向けて、

交通事業者・行政に加え、市民がそれ

ぞれの果たすべき役割を十分に理

解・認識し、主体的に行動していくこ

とが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 モニタリング指標 目指す方向性 

直
接
的
な
指
標 

(1)交通手段分担率 非自動車分担率を増加 

(2)鉄道利用者数 
1日当たり乗降者数を現状

維持 

(3)一人当たり 
年間バス乗車回数 

高槻市民一人当たり年間

バス乗車回数を増加 

(4)自動車平均速度 
自動車平均速度 10km/h
以下の国道交差点を減少 

(5)自転車放置台数 自転車放置台数を減少 

(6)中心部歩行者数 
休日の中心部歩行者数を

現状維持 

間
接
的
な
指
標 

(7)一人平均歩数 
高槻市民一人当たり 1 日

平均歩数を増加 

(8)駅周辺部 
居住人口 

鉄道駅周辺部の居住人口

を現状維持 

(9)交通事故 
死傷者数 

死傷者数を減少 

(10)移動手段に 
関する満足度 

市民アンケートにおける
全ての移動手段での不
満・やや不満を減少 

総合交通戦略に基づく取組の推進 

表 モニタリング指標と目指す方向性 

図 ＰＤＣＡサイクルのイメージ 

図 各主体による役割分担のイメージ 
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高槻市総合交通戦略 概要版 
「交通まちづくり」による住みやすさナンバーワンのまち高槻 

 

 

人口減少や超高齢社会が本格的に到来する中、全ての市民、

とりわけ、高齢者、外出困難者、子育て世代といった皆さん

が生活し社会活動を営むためには、円滑に移動できる交通環

境が重要になります。 

日常生活の中で欠かすことのできない移動を、より安全・

安心に、そして、より使いやすいものとしていくため、交通

の面からまちづくりについて知恵を出しあい、市民の皆さん

と共に協働して実現を進めることが“交通まちづくり”です。 

“交通まちづくり”を推進するためには、市民・交通事業

者・行政がお互いに協力し連携するとともに、環境や健康と

いったことも含め幅広く考えて取り組んでいくことが重要と

なります。 

交通まちづくりとは 


